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2016

同友会
理念

2016年度
スローガン

良い会社をつくろう、良い経営者になろう、良い経営環境を
つくろうの同友会３つの目的実現に向けて「地域社会と共に
歩む」中小企業の自覚をもち「自主・民主・連帯」の精神で
企業経営と会運営を行うことです。

今こそ、経営者の責任を果たし、「人を生かす経営」を実践し、
地域からあてにされる企業をめざそう！

【人を生かす経営】＝【『労使見解』の精神を生かした経営指針を確立し、社員教育を進め、
障がいのあるなしに関わらず、求人を行う経営】
【人を生かす経営の総合実践】＝【人を生かす経営を、産学官報金労連携の枠組みで、条例
制定運動を通して、地域と企業で実践する】
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会報誌をよりよくするためにご意見やご感想をください。

同
友
会
で
学
ぶ
企
業
経
営
と
は
・・・

「
経
営
者
」に
な
る
た
め
の
企
業
経

営
の
こ
と
で
す

「
経
営
者
」が
、同
友
会
で
学
ぶ
企
業
経

営
に
つ
い
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。そ
も
そ
も
、

企
業
と
は
、経
営
・
資
本
・
労
働
の
要
素
か
ら
成

立
し
て
い
ま
す
。因
み
に
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
は

分
配
率
が
経
営
や
資
本
に
偏
重
し
て
い
る
企
業

の
こ
と
で
す
▼
企
業
の
役
割
は
、経
済（
生
産
・

流
通
・
消
費
）と
文
化（
教
育
、等
々
）を
通
し
て

の「
よ
り
良
い
世
の
中
を
つ
く
る
」担
い
手
の
役

割
が
あ
り
ま
す
▼
よ
り
良
い
世
の
中
を
つ
く
る

た
め
に
求
め
ら
れ
る
企
業
と
は
、第
一
に
人
・
モ

ノ
・
金
・
情
報
等
々
を
安
心
・
安
全
・
希
望
の
観
点

で
生
産
す
る
こ
と
。第
二
に
、働
き
方
を
含
め
労

働
が
人
間
の
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
を
証
明
し

て
人
間
の
全
面
発
達
を
保
障
す
る
こ
と
で
す
。

第
三
に
、豊
か
な
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
と
生
活

を
保
障
す
る
こ
と
で
す
▼
そ
の
た
め
に
、同
友

会
は
、『
人
を
生
か
す
経
営
』を
実
践
す
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、

ど
ん
な
経
営
環
境
で
あ
っ
て
も
利
益
を
あ
げ
、

雇
用
を
維
持
増
加
さ
せ
、世
の
中
か
ら
あ
て
に

さ
れ
る
持
続
可
能
な
企
業
を
つ
く
る
こ
と
で
す

▼
同
友
会
で
学
ぶ
企
業
経
営
と
は
、『
利
益
・
分

配
・
信
頼
』の
３
つ
が
鍵
と
な
り
ま
す
。第
一
に
、

利
益
の
あ
げ
方
を
学
ぶ
。ま
さ
に
、経
営
の
入
口

で
す
。そ
れ
は
、顧
客
創
造
で
す
。第
二
に
、利
益

の
分
配
方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、経
営
の
出

口
で
す
。そ
れ
は
、経
営
者
や
社
員
の
意
欲
の
源

泉
で
も
あ
り
ま
す
。第
三
に
、社
員
は
経
営
者
の

最
も
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と「
な
り
得
る
」

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、経
営

者
と
社
員
が
人
間
と
し
て
成
長
・
発
達
で
き
る

方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、労
働
と
職
場
の
教

育
力
を
高
め
る
こ
と
が
鍵
と
な
り
ま
す
▼
最
後

に
、経
営
学
者
で
も
あ
る
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ

カ
ー
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。「
経
営
者
が
な
さ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
仕
事
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。し
か
し
、経
営
者
が
学
び
得
な
い
が
、ど
う

し
て
も
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
資
格
が
ひ

と
つ
あ
る
。そ
れ
は
天
才
的
な
才
能
で
は
な
く

て
実
に
そ
の
人
の
品
性
で
あ
る
」。「
経
営
者
」と

し
て
心
す
べ
き
警
句
で
も
あ
り
ま
す
。（
鎌
）

　４月の第32回定時総会に続き、５月には各支部で総会が開催さ
れました。
　５月17日の松山支部を皮切りに、18日に今治支部、19日に四
国中央支部、20日には伊予・松前支部、最後は23日に東温支部
が、それぞれ支部総会を開催。支部スローガンと基本方針、支部
幹事を承認し、2016年度の支部活動をスタートしました。
　各支部総会では豪華報告者が素晴らしい報告をしてください
ました。今回の会報誌では、各支部総会の様子を掲載しています。

各支部総会を開催！
各支部の2016年度がスタート！

各支部総会報告者及び講師
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第４回松山支部総会

■記念報告：同友会で学び、会社をどう変革してきたのか
　　　　　　～人を生かす経営の総合実践～

■報　告　者：服部 豊正 氏　服部製紙株式会社　代表取締役会長
　　　　　　　　　　　　　　愛媛県中小企業家同友会　相談役

■日　　程：2016年５月17日㈫
■会　　場：ピュアフル松山
□参加者数：63名

　第１部の総会議事では、支部長の三好大助さんの挨拶の後、支部幹事長の弓立公司さんから昨年度の活動総
括、今年度のスローガン・方針、今年度の支部幹事等の議案提案があり、審議・承認されました。

　第２部では、服部製紙株式会社の代表取締役会長で昨年度まで愛媛県中小企業家同友会代表理事であられた服部
豊正さんの「同友会で学び、会社をどう変革してきたのか　～人を生かす経営の総合実践～」と題した講演があり
ました。
　お話の中で何点か印象に残った点をあげると、
　１．社長の一番の仕事は、会社の方向性を定めること。時代環境の変化の中でどのような商品をどのような売

り方でさばいていくのか。特に「止める」決断は難しい。創業時に最も大きな売り上げを占めいていた「紙
テープ」や製紙業の代名詞ともいえる「トイレットペーパー」の事業から撤退する際は愛着や未練もあった
が、止めていたからこそ健全経営できている今の会社の現状がある。

　２．不振事業を止められたのも、常に新しい商品が社内で生まれ続けていたから。これは社員一人一人のやる
気をいかに引き出していくのかが大切。社長自ら社員のいいところは誉めて、手紙も書き、簡単なプレゼン
トをあげるなどしてきた。商品開発のみならず営業も大事で、営業は自社の製品に絶対の自信を持っている
ことが大切だが、いい商品つくりには徹底した品質管理が不可欠である。

　３．会社はみんなのものであるから経営者は公私混同を慎むこと。例えば社員に酒食を奢っても領収書をもら
うようでは、会社の金を使ったのも同じである。

　上記はほんの一部ですが、50年に渡って社業に取り組み売上を伸ばし続け、地域の発展に貢献してきた服部さ
んのお話は説得力があり、多くの示唆に富む内容でした。

　第３部は懇親パーティーは、参加者は供された美味しい料理とお酒を楽しみ、後半には今年度の幹事と初めて
の参加者の紹介が行われ、終始和やかな雰囲気に溢れていました。
 寄稿：日野　啓介さん（日野啓介社会保険労務士事務所／松山支部第２地区会）

「愛と思いやりをもって相互理解を深めよう！」
◆支部スローガン

開会挨拶をする
松山支部長の三好大助さん

賑わう懇親会の様子報告者の服部豊正さん
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第12回今治支部総会

■記念報告：大好きな社員さんを守るための事業戦略とは
　　　　　　～強くなくてもいい、賢くなくてもいい、生き残るのは変化に適応できる企業である～

■報　告　者：三好 大助 氏　株式会社フェローシステム　代表取締役
　　　　　　　　　　　　　　愛媛県中小企業家同友会　理事・松山支部長

■日　　程：2016年５月18日㈬
■会　　場：今治国際ホテル
□参　加　者：42名

　第12回今治支部総会の報告は株式会社フェローシステム代表取締役であり、愛媛同友会　理事・松山支部長の
三好大助さんの報告でした。三好さんの会社は世の為、人の為に役に立つ会社を目指した会社です。創業当時は
ＩＴ事業をベースに展開し、今現在は障がい者雇用事業などをはじめておられ、時代の変化に応じて環境に対応
できる会社を作りあげています。

　今回の報告で印象に残ったことは、ふたつありました。まず一つ目は社員さんが何人か今治支部総会に来てい
ただいていましたが、みなさんの目がキラキラしてこの会社で頑張って働いていますという誇りが体中からでて
いました。まさに今日の報告にあったやりがい、生きがい、働きがいのある会社を目指し実践している結果だと
感じました。

　そして二つ目は「障がい者が働きやすいことは健常者も働きやすい」という言葉でした。三好大助さんは弱い
立場の社員にあわせて誰もが働きやすい職場にしており、仕事に人をあわせるのではなく人に仕事を合わせるこ
とで障がい者が働きやすいことはひいては健常者も働きやすいということになるとの報告でした。さらにはセン
スを常に磨くために日々人間力向上、技術力向上、教育研究を精進し、付加価値の高い仕事を構築している報告
もありました。これはまさに同友会理念を実践していると感じました。

　今回の例会は今治支部総会にふさわしい報告でした。経営者は時代の流れにあわせて柔軟かつ環境に適応でき
なければ生きていけないことと、労使見解がこれからの時代に生き残る為には必要だと感じました。社員さんが
大好きな三好大助さん今治に来ていただきありがとうございました。
 寄稿：横田　真人さん（㈲エムワイ／今治支部）

「おんまく　きさんじい支部活動をしよう！！」
◆支部スローガン

支部長の越智堅太郎さん 他支部からも多くの参加がありました報告者の三好大助さん
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第30回四国中央支部総会

■記念報告：四国中央支部2016年度活動の指針について
■報　告　者：長野 禎毅 氏　株式会社美寿寿　代表取締役
　　　　　　　　　　　　　　愛媛県中小企業家同友会　理事・四国中央支部長

■日　　程：2016年５月19日㈭
■会　　場：ホテルグランフォーレ
□参加者数：32名

　県総会を終えて５月は四国中央支部支部長に株式会社美寿寿の長野禎毅さんが就任して新体制で迎える支部
総会となりました。支部幹事も総会第１部において承認され、いよいよ新しい支部活動がスタートすることにな
ります。
　第２部においては長野さんが支部方針を発表。事前に行ったアンケートの支部会員の課題や指針作成の有無、
採用についての調査結果を報告。そこから支部会員の課題を絞り課題解決に向けた支部運営ができるよう幹事会
やグループ会を組織した支部活動方針を打ち出されました。基本方針としては、経営指針の成文化と社員さんへ
の浸透をはかる。経営者と幹部社員がともに学べる例会作り。会員の本音が聞けるグループ会活動を掲げまし
た。
　なかでも経営指針成文化については支部会員の成文化率100％を目指し、既存会員はもちろんのこと、新しく
入会いただいた会員さんにはグループ会を通じて経営指針成文化に向けてのオリエンテーションやガイダンス
を開催し経営指針成文化の必要性を説き、同友会に入会したらまず経営指針成文化という流れを作っていきま
す。
　また、例会においては幹部社員さんも参加できる例会を企画し、指針づくりをともにできる人材を育成してい
ける例会とする計画です。
　方針の発表後計画を実践するために新しく組織された３つのグループ会に分かれ行動計画の協議を行いまし
た。１つは経営労働委員会の活動を行うグループ、２つめは社員教育、共同求人委員会の活動を行うグループ、
３つめは広報情報、障がいなどの委員会活動を行うグループです。各グループで例会以外で会員同士が接点を持
ち、専門的な分野について学び会える機会を持てるようにと企画を話し合い具体的な開催日時をメンバーで話し
合いました。
　第３部の懇親会も大いに盛り上がり、新体制の始まりに会員の同友会への意欲も高まる良い支部総会でした。
みなさんありがとうございました。
 寄稿：菰田　晃伸さん（㈱こもだ寝装／四国中央支部）

「よく学び共に実践できる仲間になろう！」
◆支部スローガン

支部長であり報告者の
長野禎毅さん

盛会となった懇親会の様子グループ会に分かれ
行動計画の協議を行いました
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第10回伊予・松前支部総会

■記念講演：「おもてなし日本一」の薬局を目指す店長の挑戦！
　　　　　　～お客様が主役、地域見守りネットワークの構築で、安心した暮らしを実現する～

■講　　師：西村 雄一 氏　株式会社レークケア　代表取締役　
　　　　　　　　　　　　　　滋賀県中小企業家同友会　会員
■日　　程：2016年5月20日㈮　　　■会　　場：松前総合文化センター／オモニ　　　□参加者数：38名

　支部が設立されて10回目の総会です。他支部やゲストの方にも多く参加いただき、熱気あふれる
総会となりました。
　第１部では、前支部長の今村暢秀さんから第１～３号の議案が提案され、満場一致で承認されま
した。今年度は３代目支部長として大政裕志さんが就任されました。大政さん、楽しい支部運営を
期待していますよ！
　第２部では、滋賀同友会より株式会社レークケアの西村雄一さんがお越しになり、ご講演下さい
ました。本当に地元に根差した企業、お客様からなくてはならないと思われる企業とは何かを考え
させられるお話でした。西村さんのお客様の事を真に思う、お客様の立場に立つ姿勢などの積み重
ねが現在のレークケア（甲賀薬局甲南店）を作り上げているのだと思いました。薬局だけではなく、
そこを訪れるお客様のために、病院、介護施設、訪問介護ステーションなどの立ち上げ、薬局内で
もカルチャースクールなどの開催など幅広く取り組みをされています。西村さんだけでなく、社員

さんも同じようにお客様へ接しておられるとの事。本当
に「お客様に安心した暮らしを提供する！」という思い
が西村さんと社員さんで共有していなければ実現できないし、関わる人たちも動
かすことはできないなと思いました。西村さん、本当にありがとうございました。
　第３部は、場所をかえて会員のオモニさんで懇親会です。第１部、２部の熱気
そのままに多くの方に引き続きご参加いただき、時間いっぱい交流を深めました。
株式会社ハートの堀内章さんの乾杯に始まり、おいしい料理と熱心な議論であっ
という間の楽しい懇親会となりました。楽しい空間を提供下さったオモニの影浦
一夫さんありがとうございました。
　支部の皆さん、2016年度も宜しくお願い致します。
 寄稿：武田　正輝さん（恭栄自動車㈱／伊予・松前支部）

「経営課題を明確にし、 共に学び  実践し  成果を出す！」
◆支部スローガン

フットサルで一緒に汗を流しませんか？
ご家族やご友人、会社の社員さん、老若男女・経験有り無しは関係ありません。
運動を通して交流をはかりたい方、単純に運動を楽しみたい方、
近ごろ運動不足を感じられている方、‥などなど参加理由はみなさま自由です。
これまでに参加されている皆さんもほとんどの方が未経験の方ばかりです。
暖かい時期のみ、月１回くらい開催予定です。
日々お忙しいかとは思われますが、ご都合のつく方、ぜひご参加をお待ちしております。

ご不明な点は、お問い合わせください。

担当　伊予・松前支部　幹事
フットサル委員長

株式会社エヒメタイヤ
専務取締役　田中雅也

携帯：090－9458－1275

◆ 日　　時：７月30日㈯　19：00～21：00
◆ 場　　所：愛媛フットサルパーク　（松山市一番町３丁目１番地１　松山三越の屋上）
◆ 参　加　費：1,000円　（大人１名につき）　※小さいお子様は無料

◆ 必要な物：ジャージなど運動着と、運動シューズをご持参下さい。
　  ※レンタルシューズ有ります〈有料です〉
　  ※施設内に男女別の更衣室とシャワールームがあります。
　  ※お車でお越しの方は、お近くのコインパーキング等に止めてからお越し下さい。

伊予・松前支部主催 フットサルを開催します！

懇親会は場所を移して
オモニで行いました

滋賀同友会から
西村雄一さんに

来ていただきました
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株式
会社志賀商店豆

の
こ
と
な
ら

何
で
も

ご
相
談
下
さ
い

愛媛県西条市今在家 921 番地
TEL:0898-64-1333
HP:http://shiga-mame.co.jp

第10回東温支部総会

■記念講演：大学からみた地域創生への産学官連携について 
　　　　　　～地域未来づくりのためのキャリア教育とインターンシップ～

■講　　師：西村 勝志 氏　愛媛大学社会共創学部　学部長
■日　　程：2016年５月23日㈪
■会　　場：利楽
□参加者数：36名

　10回目となる東温支部総会は西村勝志愛媛大学社会共創学部 学部長にお越しいただき「大学からみた地域創生への産学官
連携について～地域未来づくりのためのキャリア教育とインターンシップ～」と題してお話を頂きました。本年度から新た
に創設された新学部として注目されている社会共創学部は次世代の地域のリーダーを育てる役割と、地域の企業が抱える問
題を解決するための研究機関としての役割を担っていく学部だとおっしゃっていました。
　中でも何度も強調されていたのがサーヴァントリーダーシップという言葉です。支配型のリーダーシップとは真逆で奉仕
型リーダーシップのことを言います。従業員とともに企業を動かし問題を解決し良い会社に導いていくリーダーシップ、ま
さに同友会で言うところの労使見解そのものだと思いました。そのような資質をもった社会人を育てようとされている試み
は大変素晴らしいことだと感じました。
　大学が地域の企業と連携していくために、キャリア教育やインターンシップにもご熱心で愛媛大学附属小学校の子どもた
ちに松山市の土曜夜市にお店を出店させるといった、キャリア教育として行っている独自の取り組みのお話はとてもおもし
ろいと感じました。理念をつくり事業計画書を書かせ資金の借り入れ収支計算、利益の配当まですべてさせて企業を経営す
ることのミニマムを経験させる。子どもたちの表情はさぞいきいきしているのだろうと思いました。これもまさに同友会の
目指す企業運営の基本だと思いました。今後愛媛大学との連携に大きな期待を感じました。
　その後の懇親会では髙須賀功東温市 市長をはじめ議員の方々にもご参加いただき、東温市を盛り上げていくビジョンの話
や、講演の感想などを話し合い素晴らしいい支部総会となりました。
 寄稿：川﨑　一輝さん（愛媛故繊維再生㈱／東温支部）

「同友会運動を地域に広め、共に学べる仲間を増やそう！」
◆支部スローガン

支部長の藤岡貞雄さん 髙須加功東温市長も
駆けつけてくださいました

講師の西村勝志教授
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▶コスト削減のご提案

▶情報通信機器、OA 機器、ネットワークシステム商品の

　販売・施行・保守

有限会社イープレスプロモーション

株式会社イープロ

●通信コスト診断及び削減提案
●電力使用料コスト削減提案
●配管設備復旧コストの削減提案

▶各種キャンペーン・イベントの企画・運営

▶各種研修の開催

▶法人向け及びコンシューマー向けの携帯電話の販売

▶セキュリティーシステムの構築

▶ネットワークインフラ環境の構築

▶WEB デザイン・WEB 制作・リニューアル

▶各種システム開発・構築・運営

株式会社ディースピリット

TEL 089-957-0036 FAX 089-957-0021

TEL 089-957-0088 FAX 089-957-0021

TEL 089-948-4100 FAX 089-948-4101

北　　　店／松山市本町５丁目７－７　　　TEL：089－911－0329㈹
南　　　店／松山市和泉北２丁目３－22　  TEL：089－947－2050㈹
市 駅 前 店／松山市湊町５丁目５－５　　　TEL：089－998－2555㈹
松山国道11号店／愛媛県松山市中村2丁目 39－2　  TEL：0120－366－329　  
愛大・松大前店／愛媛県松山市平和通2丁目 5－81F　  TEL：0120－006－329

全てのお部屋、引越費用０円システム好評中 !!

松山国道11号店／愛媛県松山市中村2丁目 39－2
ＴＥＬ：0120－366－329
ＦＡＸ：089－948－8700

アパマンショップ
ＴＥＬ：0120－006－329
ＦＡＸ：089－989－6389

愛媛県商工会青年部連合会指導者研修会　基調講演

愛媛大学法文学部専門科目「経営管理論」特別講演会
～ケアシューズでお年寄りを助けたい～

■「行政マンの視点で見た地域の現状と条例の必要性」
　　東温市産業創出課　課長　山本 一英 氏
■「中小企業経営者としての地域への想い」
　　藤岡萬建設有限会社　代表取締役／
　　愛媛県中小企業家同友会　理事・東温支部長、
　　中小企業憲章条例委員長　藤岡 貞雄 氏
■「地域から求められる中小企業像と条例の役割」
　　NPO法人家族支援フォーラム　理事長／
　　愛媛県中小企業家同友会　副専務理事
　　　　　　　　　　　　　　米田 順哉 氏

　2016年５月12日（木）県商工会青年部主催の研修会に中小企業
憲章・条例委員長の藤岡さんと副専務理事の米田さんが講師とし
て登壇されました。
　報告の内容・狙いとしては、中同協でご活躍されている拓殖大

学の山本尚史先生
の著書でもお馴染
み、地域経済活性
化 の た め に 地 元
の中小企業を成長
させる新手法とし
て、米国の地方自
治体で実施され、
日本でも注目を浴
びている「エコノ
ミックガーデニン
グ」について内容
とし、「エコノミッ
クガーデニング」
を理解してもらう
ことで各地域での中小企業振興基本条例制定運動の火種とするこ
と、また、中小企業家同友会が地域づくりに取り組み、東温市・松
山市の中小企業振興基本条例に積極的に取り組んでいることの発
信を狙いとしていました。
　７月からは商工会のブロック（地域）毎に行われる研修会で再
度藤岡さんと米田さんが報告する予定となっております。
　商工会等他諸機関との連携も進めていく必要がありますが、そ
の先にある地域の発展や中小企業の発展に向けて今後も活動を進
めていきましょう。

日　時：５月17日㈫　10：20～11：50
会　場：愛媛大学南加記念ホール
講　師：十河孝男　氏
　　　　徳武産業株式会社　代表取締役／
　　　　香川県中小企業家同友会　会員
主　催：愛媛大学法文学部経営管理論研究室
共　催：愛媛県中小企業家同友会
　　　　愛媛大学地域創成研究センター
後　援：愛媛大学経済学会

　愛媛大学法文学部の専門科目「経営管理論」
で特別講演会が行われました。「経営管理論」
の担当教授は愛媛同友会の会員でもある和田
寿博さんです。そして講師には今年２月に行
われた第46回中小企業問題全国研究集会でも
記念講演をされた徳武産業株式会社代表取締
役で香川県中小企業家同友会会員の十河孝男
さんです。
　「お客様に寄り添う経営方針が人の心を動

かす。日本一の『あ
りがとう』の数、
これが私たちの勲
章です。『念ずれば
花ひらく』若き経
営者にはもっとス
ケールの大きい明
確な目標を持ち、
それを目指してほ
しい。徳武はこれ
からも会社の利益
を真っ先に優先せ
ず、困った人を助
ける。大切なのは

『人の心に届くサービス』。その喜びを分かち合うような会社経営
を見守り続けたい。」と語る十河さんのお話に、学生や外部から聴
講に来られた方々も真剣な眼差しで聴いており、涙を流す人もい
ました。
　産学の連携が進んだひとつの成果ではないでしょうか。

東温市産業創出課の
山本一英課長

藤岡貞雄さん 米田順哉さん

講師の
十河孝男さん

担当教授の
和田寿博さん

県内各地から商工会役員の方々が
参加されていました

教室全体の様子
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代表取締役　篠  原  治  行
〒791-1102  愛媛県松山市来住町1433番地
Tel：（089）958-0150　FAX：（089）958-0152

　

今
月
の
兼
題
は
「
雨
蛙
」
で
す
。
夏
に
な
る
と
雨
蛙
の
鳴
き
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
あ
の
小
さ
な
愛
ら
し
い
蛙
を
見
た
こ
と
の
な
い
人
は
い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
身
近
な
雨
蛙
の
素
敵
な
俳
句
が
集

ま
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

　
門
灯
火
眼
光
き
ら
め
く
雨
蛙

　
　
　
小
野
　
英
明
さ
ん

�

（
ス
マ
フ
ォ
ド
ク
タ
ー
愛
媛
・
松
山
店
／
松
山
支
部
第
一
地
区
会
）

　

門
灯
火
の
も
と
、
眼
光
の
き
ら
め
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
上
五
中
七

で
は
人
物
を
描
写
し
て
い
る
と
も
思
わ
せ
て
お
い
て
、
下
五
で
「
雨
蛙
」

と
明
か
す
、
語
順
が
秀
逸
で
す
。
雨
蛙
と
い
う
季
語
に
は
、
ど
こ
と
な
く

湿
度
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
小
さ
な
雨
蛙
の
黒
々
と
し
た
眼
に
注
目
す
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
し
っ
と
り
と
し
た
夜
の
湿
度
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

お
便
り
付
き
俳
句
ご
紹
介

　
雨
カ
エ
ル
今
日
は
何
時
に
家
カ
エ
ル

�

石
川
　
義
和
さ
ん
（
有
限
会
社
石
川
工
作
所
／
四
国
中
央
支
部
）

作
者
の
方
か
ら
お
便
り
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
『
外
か
ら
は
、
夜
な
夜
な
雨
蛙
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。 

何
日
続
い
て

い
る
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
今
日
も
深
夜
の
残
業
。
カ
エ
ル
た
ち
は 

恋

人
と
一
緒
に
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
ま
た
は
家
族
と
一
緒
に
鳴
い
て

い
る
の
か
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
楽
し
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
か
ら
鳴
く
の
だ
ろ

う
。
一
方
、 

自
分
は
い
っ
た
い
何
時
に
な
れ
ば
、
家
族
の
待
つ
家
に
帰
れ

る
の
だ
ろ
う
？
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、
自
分
も
カ
エ
ル
と
共
に

鳴
き
た
い
。
い
や
違
う
、 

泣
き
た
い
気
分
な
の
だ
。』

　

深
夜
の
残
業
の
気
分
を
詠
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。
仕
事
が
山
を
越
え
た

ら
早
く
帰
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
頑
張

っ
て
下
さ
い
ね
。

　
雨
蛙
鳴
く
連
日
の
深
夜
業

�

講
評
：
髙
橋　

大
輔
さ
ん
（
広
報
情
報
化
委
員
）

九
月
号

　
兼
題
　「
秋
刀
魚
（
さ
ん
ま
）」「
初
秋
刀
魚
」

�

締
め
切
り
　
七
月
三
十
一
日

十
月
号

　
兼
題
　「
流
れ
星
」「
流
星
」「
星
流
る
（
ほ
し
な
が
る
）」

�

締
め
切
り
　
八
月
三
十
一
日

十
一
月
号

　
兼
題
　「
紅
葉
」「
夕
紅
葉
」「
紅
葉
山
」「
紅
葉
川
」

�

締
め
切
り
　
九
月
三
十
日
　

 

同
友
会
で
俳
友
会

皆
さ
ん
の
投
句

　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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会員情報大募集!!

広報情報化委員会では会員皆さんの情報をお待ちしています。

会報誌で自社情報を発信しませんか？

是非、愛媛同友会会報誌を発信のツールとしてご活用下さい！

お問い合わせは愛媛同友会事務局まで。

木田　晋太郎（きだ　しんたろう）

1974年８月11日生まれ　松山支部第１地区会
㈱ヴェスタエージェンシー　ライフプランナー
保険代理店
〒790-0012　松山市湊町4-12-10　4Ｆ
TEL(089)987-8165　FAX(089)987-8175
紹介者／㈲モンド 中道　昇

近藤　妙（こんどう　たえ）

1965年11月28日生まれ　東温支部
近藤労務管理事務所　社会保険労務士
会保険労務士
〒790-0825　松山市道後樋又11-15
TEL(089)925-2635　FAX(089)925-2635
紹介者／特別養護老人ホーム梅本の里 杉本　太一

垰　康介（たわ　こうすけ）

1984年11月15日生まれ　松山支部第１地区会
㈱大学サポート 代表取締役
・教育機関に対するコンサルティング・企業の採
用活動に対するコンサルティング
TEL(090)7594-8545
紹介者／愛媛同友会　鎌田　哲雄　　　　　　　
　　　　愛媛大学　砂田　寛雅

菅原　哲雄（すがわら　てつお）

1953年９月17日生まれ　松山支部第３地区会
社会福祉法人 砥部寿会　理事長　
高齢者福祉（砥部オレンジ荘）
TEL(089)962-7820　FAX(089)962-7822
紹介者／特別養護老人ホーム梅本の里 杉本　太一

相原　健二（あいばら　けんじ）

1979年１月２日生まれ　松山支部第３地区会
㈱SOUND　GARDEN 代表取締役
音楽教室、音楽制作、楽器販売
〒791-8016　松山市久万ノ台4-8
TEL(089)992-9585　FAX(089)992-9586
紹介者／Keystone Bar　石原　公彦

（５月26日～６月21日）新入会員ご紹介（５名）
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201６年度　愛媛同友会　第２回理事会　議事録
【日時】2016年5月26日㈭18時30分～21時　　　　【会場】アイテムえひめ会議室　　　　【出席者】理事：20名、事務局員3名
【委任状提出】19通　　　　　　　　　　　　　　　　　【議長】伊藤俊一郎　　　　　　　　　【議事録作成者】伊井達哉
開会に先立ち、大北雅浩・事務局員から出欠状況と委任状提出状況の報告がありました。

開会挨拶：杉本太一
　こんばんは、代表理事となり、最初の会議室での理事会、緊張しています。
４月の定時総会で方針等が決まりました。これからきちっと議案書に沿っ
てやっていきましょう。
　最近様々なニュースがありますが真面目に経営をして正しい経営をやっ
ていきましょう。今日もよろしくお願いします。

理事委嘱の伝達式
出席の理事の皆さんに委嘱状を代表理事からお渡ししました。

理事委嘱の伝達式
１．正副代表理事会議、各本部、各支部、各委員会各担当者からこの間の

活動報告がありました。
　　　正副代表理事会議から、経営労働委員長は各支部から委員が選出さ

れ、その後協議し、一旦企業づくり本部長の伊藤俊一郎さん預かりと
すると報告がありました。

　　　障がい者委員会から、委員会を開催し、キャリア教育と合わせて障
がい者の実習受け入れマップの作成に向けて活動を進めていくため、
６月末にアンケートをするため、協力のお願いがありました。

　　　求人教育委員会から、新体制となった委員会で最初の取り組みであ
る中堅社員研修を７月から行うため参加やお声掛けのお願いがありま
した。

２．会報誌のカラー化、会報誌新企画について竹村義則・広報情報化委員
長から報告がありました。

　　　広報情報化委員会から、会報誌のカラー化についての報告と会報誌
で各支部に会員情報等を掲載して参加型の会報誌を目指すための協力、
６月に控えている報道関係者との懇談会の参加のお願いがありました。

３．中小企業振興基本条例の活動について大北雅浩・事務局員から報告が
ありました。

　　　松山市中小企業振興基本条例の専門部会で作成された未来デザイン
ゲームが発行されたことと障がい者委員会で障がい者の実習受け入れ
マップの作成を進めていくことの報告がありました。

４．愛媛大学との包括協定について大北雅浩・事務局員から報告がありま
した。

　　　調印式は６月以降になり、企業連携や人材育成（インターンシップ）
等についての内容になることの報告がありました。

５．全国・他団体行事について大北雅浩・事務局員から報告がありました。
　　　９月15、16日に行われる第44回青年経営者全国交流会の分科会で武

田正輝さんが報告者であり、今村暢秀さんが座長を務めることになっ
たと報告がありました。

　　※その他詳細は下記表に記載
６．その他
　　　第32回定時総会と各支部総会でご協力をお願いしていた平成28年熊

本地震義援金の募金結果について大北雅浩・事務局員から報告があり
ました。合計で118,224円集まり、事務局から中同協を通じて熊本同友
会の熊本地震復興対策本部にお送りします。

承認事項
１．2015年度第13回理事会から今回までの会員数の推移及び入会・退会の

承認をしました。
２．協会けんぽ愛媛支部との連携協定について平野啓三・代表理事から説

明があり承認をしました。
　　　協会けんぽとの協定は同友会では福島同友会に次いで２番目となり

ます。

　　　医療費が高騰する中、健康的な経営、健康的な職場を作っていくこ
とも重要であることを確認しました。

３．がんセンターとの就労支援セミナーについて大北雅浩・事務局員から
説明があり変更の承認をしました。

　　　６月９日に予定していたがんセンターとの就労支援セミナーを延期
することを承認しました。

４．特別支援学校技能検定実施委員の派遣について大北雅浩・事務局員か
ら説明があり承認しました。

　　　2015年度は障がい者委員長である北野賢三さんが委員となっていま
したが、教育委員会からＩＴ系でかつ障がい者の技能教育等をしてい
る企業の方をという依頼が来たため、三好大助　株式会社フェローシ
ステム　代表取締役（愛媛同友会理事・松山支部長）が引き受けるこ
とを承認しました。

協議事項
１．第32回定時総会の意見交流を行いました。
　各人から様々な意見がありました。
　　⑴実行委員会形式で総会を設営したことが良かった。
　　⑵第１部に学びの場（分科会）を設けたことが良く、またそれに伴い

第２部の総会議事に参加者が多く集まったことが良かった。
　　⑶第１部、第２部共にタイトな時間配分だったことから次回以降には

時間配分を考え直す必要がある。
　　⑷懇親パーティーを着座で行うのか、立食形式にするのか等再考が必

要。
　　以上大きく４つの考えが多く発言されました。
　　また、各支部総会の報告もありました。
２．第６次中期ビジョン並びに方針の説明が平野啓三・代表理事からあり

ました。
　　　中同協第48回定時総会議案書（第４次案）の第３章の読み合わせを

行いました。
　　　全国方針から毎年の運動方針を作成していき、中同協の方針を活用

していくこととなりました。愛媛同友会の中期ビジョンも全国の方針
から見直し、来年度から掲げられるようにすることを確認しました。

３．会員増強―理事１人につき１人増強達成についての提案が杉本太一・
代表理事からありました。

　　　理事が１人ずつ増強を進めていくことと、増強に向けた情報があれ
ば、事務局の組織担当責任者である大北に情報を提供することを確認
しました。

　　　また、グループ毎に分かれて増強のために何ができるか、何をして
いくかを論議しました。

　　○支部総会不参加だった会員に当日の資料をお渡しする。
　　○まず自らが課題を明確にして努力している姿を見てもらうことから

始まるのではないか。
　　○企業づくりがしっかりと学べる例会をつくっていき、ゲストを呼ぶ。
　　○同友会で学び、成功したと言える人が魅力的でありアピールになる。

地元地域の強化が会員各支部会員増強につながる。
　　○組織担当責任者の大北さんに会社を紹介していく。
４．全国行事・県内行事についての参加の確認
　　　愛媛同友会役員研修会や全国大会等の行事について伊井達哉・事務

局員から説明があり、参加の確認がありました。参加・不参加を問う
表を６月18日までに事務局までに回答することとなりました。

　
閉会挨拶：平野啓三
　今年度本格的に始動した最初の理事会、皆さんお疲れ様でした。同友会
３つの目的を実践できるように今年１年、共に歩んでいきましょう。皆さ
んよろしくお願い致します。



究 極 の 挑 戦 者

昔ながらの尾道中華そば
麺 屋 十 銭
〒790‒0004 愛媛県松山市大街道２丁目３‒１５

携 帯　０８０‒５６６９‒０８６５

有限会社矢野商事（矢野質店）
住所:松山市花園町2番地3　電話:089ｰ941ｰ4044

別注・取付家具
リフォーム・インテリア家具

〒791ｰ1113　愛媛県松山市森松町135番地1
TEL(089)976ｰ2679　FAX(089)976ｰ 6493
E-mail：info@abe-mokkou.jp
URL：http://abe-mokkou.jp

弁護士法人
四国の躍進は地域企業と法律家の連携で

愛媛県弁護士会所属　代表弁護士／吉村紀行

☎ 089－907－5601
愛媛県　大洲事務所

たいよう

☎ 0893－59－0353
愛媛県　松山事務所

〒794-0028 今治市北宝来町2丁目2-22
TEL
FAX

平野薬局グループ

（0898） 32 - 0255
（0898） 32 - 0350

cafe &DinigBar
haco 朝生田店

お酒の販売店
媛の蔵

089-935-8558089-935-8558

089-947-6817

居酒屋ダイニング
おだいどこ

釜飯と串焼
とりでんのうめん店

うまいもんおとぎばなし

花咲か爺屋

089-913-6050

名物炭火炙り焼き
浪花屋 鳥造

089-993-6188

089-968-1753

089-968-6836

うまいもん おとぎ話

釜飯と串焼
とりでん三番町店

089-915-1194

レストラン
愛彩館

089-955-2008

居酒屋
銀の鶏

089-927-1778

居酒屋
ぶらぶらある記

089-933-6716

089 913 6050

http://issei-g.jp

いっせいグループ

「食」 を通じて笑顔の輪を広げます。「食」 を通じて笑顔の輪を広げます。



JXエネルギー株式会社特約店

 

本部/松山市朝生田町 3‐1‐12

℡（089）931-5201 

http://www.coopehime.or.jp 

家庭用からプロ仕様まで／消防・防災の専門商社


